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地中熱の魅力について

NPO法人地中熱利用促進協会

笹田 政克

2017年11月28日
神奈川県主催
スマートエネルギーセミナ

プレゼンの内容
１．地中熱とは
• 地中熱は再生可能エネルギー
• どこでも利用できるエネルギー、温熱と冷熱の利用
２．地中熱の魅力
• 多様な熱利用の用途がある魅力
• 快適な環境が省エネで実現できる魅力
• 省エネ性・環境性に優れている魅力
• ランニングコストが安く、ライフサイクルで経済性がとれる魅力
３．地中熱を利用するには
• 設計と施工
• 省エネ基準
• 補助金の利用
４．地中熱の仕事をするには
• 地中熱の業態
• 技術基準と資格
• 地中熱情報の収集
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地中熱は再生可能エネルギー
温熱と冷熱の利用

１．地中熱とは

地中熱は再生可能エネルギー

地中熱は、太陽及び地球内部からの
熱に由来する再生可能エネルギーで
ある。

地表近辺では気温の影響により地温
は変化するが、地下10～15ｍの深さ
になると、年間通して地温の変化が
見られなくなる。

その温度はその地域の平均気温と
ほぼ等しい。それより深い場所の温
度は、一般に100mにつき2～3℃程
度の割合で上昇するが、地温は安定
した状況にある。

地中熱は、日本中どこでも利用でき、
しかも天候等に左右されず安定的に
利用できる。

季節ごとの地温の分布

４
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日本では昔から地中熱を利用していた
５

荒船風穴（世界遺産 富岡製糸場絹産業遺産群）
写真は下仁田町のホームページから

地中熱 地熱 太陽熱 太陽光 風力 小水力 バイオマス 雪氷

場所の制約 なし
火山・温泉
の近傍

なし なし
風況調査
が必要

落差のある
河川

（要搬送）
積雪地
（要搬送）

時間の制約 なし なし 昼間 昼間
風の吹く時
間帯

渇水期以
外

（要搬送） （要搬送）

エネルギー
利用形態

電気 ― 主に事業用
発電

主に事業用
発電

自家用発
電
事業用発
電

事業用発
電
自家用発
電

主に事業用
発電

主に事業用
発電

―

熱
冷暖房
給湯
融雪

暖房
給湯
融雪

給湯
（冷）暖房

― ― ― （冷）暖房
給湯

冷蔵
冷房

地中熱は
いつでも どこでも 利用できる

（再生可能エネルギーの比較）

６
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地中熱利用の現状

2011年 2013年 2015年度

ヒートポンプ クローズドループ 836 1301 1946
オープンループ 149 201 270
併用 5 11 14

水循環 オープンループ 1346 1523 1601
クローズドループ 123 143 180

空気循環 1439 1683 1919
熱伝導 747 777 809
ヒートパイプ 46 71 138
合計 4691 5711 6877

2011年累計

2013年累計

2015年度累計

4691件

5711件

6877件
利用形態別の導入件数（累計）

環境省調査による

利用形態別の導入件数

（地中熱利用促進協会）

７

多様な熱利用の用途
快適な環境が省エネで実現できる
省エネ性、環境性に優れている
ランニングコストが安く、ライフサイクルで経済性

２．地中熱の魅力
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多様な熱利用の用途

• 温熱と冷熱が利用できる再エネ

• 住宅やオフィス、店舗やホテル、病院や福祉
施設で快適な冷暖房

• 室内プールの温度管理や温泉の加温

• 工場での冷温水利用、施設園芸でイチゴや
胡蝶蘭、養殖漁業では鰻

• 積雪地では道路、駐車場の融雪

９

地中熱ヒートポンプの導入状況

ホテル

学校

大型店舗
図書館

地域熱供給

病院

庁舎

施設園芸消防署

道路融雪

戸建住宅

普及状況を示す日本列島の図は環境省（2017）による

１０

福祉施設
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神奈川県内の導入施設
（公表されている主な施設）

• 南河原こども文化センター（川崎市）

• 森村学園幼稚園ホール・室内プール（横浜市）

• ローソン店舗（海老名市）

• 横浜市泉区総合庁舎

• 神奈川大学横浜キャンパス

• 鈴廣蒲鉾新本社（小田原市）

• 横浜市金沢区総合庁舎

• 横浜市中区庁舎

１１

大規模商業施設への地中熱の導入
IKEA福岡新宮（クローズドループ）
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資料提供： （株）ミサワ環境技術
地中熱設備範囲

530kW

480kW

地中熱交換器
100m×70本

260kW

１２
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足利赤十字病院（延床51804㎡, 病床数555）

一次エネルギー使用量原単位の比較

熱源機器概要

熱源システムフロー

（塚見史郎ほか、2013  ヒートポンプとその応用no.86）

病院への地中熱の導入事例
足利赤十字病院（栃木県）

１３

学校への導入事例
福岡大学付属大濠中学校・高等学校

地中熱利用では、7m×84 本の基礎杭を
採熱管とし、冷房43kW、暖房49kW のヒー

トポンプを用い、床冷暖房により空気の加
熱。夏は結露のない程度の床冷房をして
おり、ひんやりした床を体感できる。

（日本設計 若山尚之）

１４

地中熱利用
室内設備

地中熱
ヒートポンプ

地中熱交換器
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公共施設への導入事例
ぎふメディアコスモス

ぎふメディアコスモスは、伊東豊雄氏の設計
による中央図書館等の機能をもつ複合施設。
平成27年7月 開館。

地下水を利用したオープンループの地中熱利
用システムで、冷温水を用いた床輻射暖房、
床輻射冷房。

自然エネルギーを最大限に活用し、消費エネ
ルギー1/2 の建築。

（写真と図は ぎふメディアコスモスのホームページから）

１５

東京スカイツリーでの地中熱利用
地域熱供給での導入事例

（東武エネルギーマネージメント 資料）

１６

地中熱議連による視察



2017/11/27

9

資料提供： （株）ミサワ環境技術

屋内プール

幼稚園ホール

ヒートポンプ

プールの加温に地中熱システム
横浜市の森村学園

１７

地中熱の農業利用 －施設園芸ー

(九州電力) 赤平オーキッド（北海道）

１８
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震災復興に地中熱を活用

南三陸町役場 2017年9月

東日本大震災で甚大な被害を
被った宮城県南三陸町は、被災し
た役場の建て替え工事を行い、地
中熱設備を導入した新庁舎が2017
年8月に完成。9月から業務開始。

新庁舎は標高60ｍの高台に再建。
エネルギーの地産地消を目指して、
太陽光のほかにこれまで未利用で
あった地中熱を採用。

新庁舎整備の5つの柱（基本方
針）のうち
・ 防災対策の拠点としての町役場
・ 人と地球環境に優しい町役場

に地中熱が取り上げられており、
防災、環境、エネルギー対策として
地中熱が利用されている。

南三陸町新庁舎の地中熱システム概要 （南三陸町庁舎パンフレット（ミサワ環境技術㈱提供）より）

南三陸町公式ブログ
「南三陸なう」より

地中熱利用促進協会
ニュースレター no.291

１９

東京五輪 アクアティクスセンター
２０

（東京都の資料）



2017/11/27

11

快適な環境が省エネで実現できる魅力

• 床暖房、放射空調との相性がよい

• 全館空調（ダクト方式）での快適な環境

• 室外機からの外気への放熱がない

• 安定的な暖房ができる（除霜運転が不要）

• 室外機のファン騒音がない

２１

Ｗ造 2階建て
292.6㎡
2015年12月落成

床暖房のリビング 壁埋込み型の吹き出し口

２２

地中熱ヒートポンプ

床暖房の導入事例
茨城県 Ｕ邸（新築）

サンポット社 資料
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放射冷房の導入事例
東京大学理想の教育棟

（大岡龍三： ＮＥＤＯ 省エネルギー技術フォーラム２０１１発表資料 より）

Copyright(C)資料を富山県地中熱利用普及啓発セミナーで使用することについては、著作者より許
可をいただいています。

２３

地中熱全館空調の家
水戸市 2015年 ヒートポンプ5kW ｘ 2台

ヒートポンプ（天井裏）

居室の吹出し口

全館空調の邸宅

地中熱交換器と横引き配管の接続部

面積： 1階 144㎡ 2階 51㎡
ヒートポンプ 5kW ×2
空調： ダクト方式による全館空調
コンセプト： ネット・ゼロ・エネルギー

（ＧＢＥＣ 資料）

２４
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省エネ性・環境性に優れている魅力

• 再エネ熱が利用できるので、大きな省エネ効果
がある。

• 省エネなのでＣＯ２削減効果が大きい。

• 夏の冷房と冬の暖房で、ピーク時に大きな電力
ピークが生じないので、電気の需要の平準化に
役に立つ。

• 地中で熱交換するので、

冷房廃熱が大気中に放出

されず、ヒートアイランド現

象の抑制に効果がある。
やく ど やく ど

なつ ふゆ

ねつ に

熱を逃がす
ねつ え

熱を得る

ちちゅうねつ

地中熱ヒートポンプ
ちちゅうねつ

地中熱ヒートポンプ

２５

省エネ効果の実績
ー エネルギー消費量の比較 ー

地中熱(橙色) と在来システム(青色)

福岡の店舗 秋田の学校

東京の事務所ビル 横浜のプール

44% 削減 34% 削減

27% 削減49% 削減

２６

（地中熱利用促進協会でデータを収集、ホームページに掲載）
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地中熱ヒートポンプは節電効果大
電気の需要の平準化に役立つ

地
中
熱

空
気
熱

39%

地
中
熱

空
気
熱

19%

0
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14

日
消
費
電
力
（
k
Wh
）

冷房比較
（2009年7月15日）

暖房比較
（2010年3月2日）

（資料提供：JFE鋼管株式会社）

・ 地中熱ヒートポンプを利用した冷暖房シス
テム（エアコン）は、 年間通して温度が一定の
地中を利用。

・ 夏の冷房では大気より低い温度の地中に
放熱し、冬の暖房では高い温度 の地中から
採熱。

・ 夏冬とも自然界にある温度差が利用できる
ので、空気熱を利用する通常のエアコンより、
高い効率で稼働。

・ つまり、節電効果、省エネ効果が極めて高
いエアコン。

・ 地中熱ヒートポンプ利用のエアコンは、特
に冷房の効率がよいので、夏の電力消費量を
小さく抑えることができる。

・ まさに、暑い夏のピークカットに最も効果の
ある空調設備であり、電気の需要の平準化に
役に立つ。

２７

地中熱利用でヒートアイランド対策

• 地中熱ヒートポンプシステムでは、冷房排熱を大気中に放出せず、地中
に吸収させる。

• 従って、都市圏でのヒートアイランド現象の緩和に寄与する。

• ヒートアイランド現象の緩和により、さらなるエネルギー消費量が削減さ
れる。

• 東京都中央区日本橋地区をモデルとした試算によると、オフィスビルで使用して
いるエアコンをすべて地中熱システムに換えた場合、最高気温が1.2℃低下する
結果になっている（玄地,  2001） 。

（環境省資料）

28

２８
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ランニングコストが安く、
ライフサイクルで経済性がとれる魅力

• 地中熱交換器が長寿命（50年）。

• ランニングコストが安い。

• 導入コストはまだ高い水準にあるが、熱需要
の大きな施設に導入すれば、投資回収年数
を短縮できる。

• ＥＳＣＯ事業、ＥＳＰ事業が導入できれば、初
期コストがゼロで地中熱が利用できる。

２９

地中熱交換器
垂直型のボアホール方式・杭方式

３０

Ｕチューブ
（積水化学資料）
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地中熱利用におけるコストの捉え方

• 初期コスト

初期コスト＝（地中熱交換器）＋（ヒートポンプ）＋（室内機）

導入補助金は初期コストの低減させる。

• ランニングコスト（年間）

ランニングコスト＝（電力料）＋（メンテナンス費）

CO2クレジット、グリーン熱証書（現状ではまだ認証されていない）は、ランニ
ングコストを低減させる。

住宅用などの小規模システムでは、ほとんどメンテナンスフリーである。

• 初期コスト（投資）回収期間（Pay back time）

初期コスト回収期間＝（初期コストの増分）／（ランニングコストの減少分）

地中熱利用システムは従来型のものに比べ、初期コストが高いが、ランニン
グ時での電気代が従来型の燃料費/電気代に比べて安いので、ある期間経
過すると、初期投資が回収できる。

３１

拡大が期待される需要側の種別

需要側の種別 拡大が期待される内容

病院 福祉施設
温浴施設 ホテル
商業施設

大きな熱需要

融雪施設・プール・
農業施設

地中熱に近い温度の熱需要

学校
公共施設

環境・エネルギー教育
省エネ・地球温暖化対策の普及

住宅
快適な住生活・地球環境への貢献
ネット・ゼロ・エネルギー住宅(ZEH)

オフィスビル
省エネ・地球環境への貢献（ＣＳＲ）
ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ＺＥB)

３２
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地中熱のＥＳＣＯ事業－初期投資ゼロ
新潟県妙高市「水夢ランドあらい」

（ニュースレター ２２９号）

３３

ＥＳＣＯ事業による今回のリニューアルポイント
①地中熱ヒートポンプシステムの導入 （熱源、給湯の省エネ化）
②高効率ボイラーへの更新 （既存80万kcal/hのものを50万kcal/hに更新）
③プールろ過システムの高性能化（珪藻土ろ過式に更新）
④ＬＥＤ照明への更新 (光熱費、維持管理費を削減)
⑤換気熱回収システム導入 （屋外排出熱を回収、暖房エネルギーの削減とプール
水の放熱を抑制）
⑥窓断熱による放熱ロスの削減（窓からの放熱を防ぎ、暖房のロスを少なくする。）

プロジェクトのＥＳＣＯの共同事業者
三菱ＵＦＪリース株式会社（ESCO事業計
画・調整）

ミサワ環境技術株式会社（地中熱設計
施工・掘削、計測、計量管理システム）

ミウラ化学装置株式会社（プール水ろ
過装置）

スミダ工業株式会社（屋内配管機器設
備・電気設備）（地元業者）

設計と施工
省エネ基準、ＺＥＨ・ＺＥＢ
補助金の利用

３．地中熱を利用するには
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地中熱ヒートポンプを導入するには

建物の床面積
外皮平均熱貫流率
照明等の内部発熱

建物の熱負荷
ヒートポンプの能力

ヒートポンプのＣＯＰ

外気温（気象条件）

冷暖房 利用時間

地中熱交換器
長さと配置

地盤の有効熱伝導率
地温（年平均気温）

• 計画： 導入計画、事前調査

• 設計： 地中熱ヒートポンプ

システムの設計

熱応答試験＊

• 施工： 地中熱交換器の設置

横引き配管

ヒートポンプの設置

室内機の設置

＜地中熱交換器の設計＞

３５

＊：熱応答試験は地盤
の有効熱伝導率を求め
るために行う試験で、
ボアホールが必要。

小規模なシステムの
場合は、熱応答試験を
行わずに、文献値から
有効熱伝導率を求める
ことが多い。

地中熱ポテンシャルマップ
３６

神奈川県地中熱ポテンシャルマップ（神奈川県ホームページに掲載）
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地中熱交換器の設置工事

資料提供 旭化成ホームズ（株）

掘削機

杭打機

孔口

Ｕチューブ挿入 けい砂充填

群馬県 Ｗ邸

資料提供 和田信彦氏

ボアホール方式 杭方式

３７

（国土交通省資料）
38

３８Ｈ２５ 省エネ基準
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省エネ基準（非住宅）に地中熱追加
３９

（建築研究所資料）

Webプログラム（エネルギー消費性能
計算プログラム）による計算の適用範囲

平成29年10月～

４０
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平成29年度の補助事業
４１

H29執行団体： 環境共創イニシアチブ

４２
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H29執行団体： 日本環境協会

４３

地中熱の業態
技術基準と資格
地中熱情報の収集

４．地中熱の仕事をするには
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地中熱ヒートポンプシステム
住宅

４５

（積算資料住宅建築編2016）

（積算資料住宅建築編2016）

４６採放熱方式
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建物の空調システム（大規模）
クローズドループ型地中熱ヒートポンプ

地中熱
ヒートポンプ

建物

地中熱
ヒートポンプ

ヒートポンプ
チラー等

他の熱源機

室内機 室内機 室内機

クーリング
タワー等
の屋外機

地中熱ヒートポンプシステムの範囲

設備設計の範囲

冷温水

熱源水

地中熱交換器
・ボアホール方式
・杭方式

地中熱の補助金
（再エネ熱利用）
の対象範囲

４７

地中熱ヒートポンプ導入事業の構図

施主

• 節電・省エネ・地球温暖化対策・ヒートアイランド対策

• ネット・ゼロ・エネルギー化

• 経済性評価（初期コストの回収期間）

• 節電・省エネ・地球温暖化対策・ヒートアイランド対策

• ネット・ゼロ・エネルギー化

• 経済性評価（初期コストの回収期間）

設計

• 熱需要と熱供給のマッチング

• 地中からの採放熱量の評価、地中熱システムの選択

• 在来システムとの性能比較（地中熱の優位性）

• 熱需要と熱供給のマッチング

• 地中からの採放熱量の評価、地中熱システムの選択

• 在来システムとの性能比較（地中熱の優位性）

施工

• 地中熱システムとして一貫した施工（中小規模・住宅）

• 地中熱システム（地中熱交換器・ヒートポンプ・室内機）の分
離施工（大規模・中小規模）

• 地中熱システムとして一貫した施工（中小規模・住宅）

• 地中熱システム（地中熱交換器・ヒートポンプ・室内機）の分
離施工（大規模・中小規模）

４８
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地中熱事業のプレイヤー

• オーナー

• ディベロッパー

• オーナー

• ディベロッパー施主

• 設計会社

• コンサルタント（熱応答試験ほか）

• 設計会社

• コンサルタント（熱応答試験ほか）設計

• ゼネコン・設備会社・ハウスメーカー

• 施工/掘削会社（地中熱交換器ほか）

• ゼネコン・設備会社・ハウスメーカー

• 施工/掘削会社（地中熱交換器ほか）施工

・ヒートポンプメーカー ・管材メーカー ・熱媒メーカー

４９

設計基準・標準仕様書・導入ガイドライン
国土交通省官庁営繕部

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

「建築設備設計基準 」 平成 27 年版

第４編空気調和設備

第3章 顕熱潜熱分離空調システム等

第7節 地中熱利用システム

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」

平成25 年度版、 平成28年度版

第7 編さく井設備工事

第３章 地中熱交換井設備

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課

「官庁施設における地中熱利用システム導入ガイドライン(案)」
平成25年10 月22 日公開

国土交通省ホームページの「官庁営繕のＱ＆Ａ」コーナー

石巻港湾合同庁舎
（国土交通省石巻海事事務所ホームページから）

2014年5月31日完成
延床面積2043m2
鉄筋コンクリート5階
建（一部鉄骨造）

地中熱ヒートポンプ
（冷房28kw 暖房
31.5kW） 2台

地中熱交換井
（100m） 16本

官庁施設のゼロエネルギー化
モデル事業（2012－2013）

５０
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技術基準の整備

◇ 地中熱ヒートポンプシステム施工管理マニュアル
2014年

このマニュアルでは、これまでにもっとも施工件数
の多いクローズドループ・ボアホール方式の地中熱
ヒートポンプシステムを対象にして、事業者が導入の
検討を始める段階から、事前調査、設計、施工、試運
転を経て、事業者に引き渡されるまでのプロセスと、
その後の維持管理や、モニタリングによるシステムの
評価、改善について記述するとともに、施工管一般に
関する事項について記述している。 （オーム社刊）

◇ 地中熱ヒートポンプシステムオープンループガイ
ドライン 第1版 2017年

このガイドラインは、オープンループの還元方式と
放流方式の基本的なシステムを取り上げ、それらの
計画、設計、施工、運用について記述している。水循
環基本法と基本計画の考え方を前提にして記述して
おり、環境省のガイドラインと整合的な内容になって
いる。 （協会ホームページで公開）

５１

地中熱ヒートポンプ施工管理マニュアル

地中熱利用促進協会編

第1章 序論
第2章 計画提案と設計
第3章 地中熱交換井
第4章 配管
第5章 ヒートポンプ（熱源機）と熱源

補機
第6章 試運転と維持管理
第7章 モニタリングとシステム評価
第8章 施工管理一般

平成26年12月20日発行
オーム社

省エネ基準・ＴＲＴ
◇ 地中熱Webプログラム（非住宅）

未利用熱利用タスクグループで検討。2016年4月にクローズドルー
プ地中熱ヒートポンプシステムのボアホール方式と水平方式がWeb
プログラムにより評価できるようになり、2017年10月に杭方式が加
わった。

◇ 地中熱Webプログラム（住宅）

地中熱ヒートポンプタスクグループで検討。住宅用の地中熱ヒート
ポンプシステムのWebプログラムでの評価法の検討を進めている。

◇ TRT装置認定

地中熱を利用した建築物の建築確認申請をする際に、そこで必要
となる有効熱伝導率（λ）をTRTを実施して求める場合、業界規格であ
る「一定加熱・温水循環方式熱応答試験(TRT)技術書」の基準に適合
したTRT装置で測定を行う必要がある。協会は、第三者認証機関とし
て、申請のあったTRT装置についてその技術基準適合性を判断し、
TRT装置認定書の発行を行う。

５２
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地中熱講座
基礎 設計 施工管理 空調設備

◇ 基礎講座 （15回開講 受講者 517名）
■目的：地中熱利用に関する基礎的な知識の習得

■内容：地中熱ヒートポンプの基礎知識、システムを構成する各部（地中
熱交換器、ヒートポンプ、冷暖房システム）、設計、導入例と運転実績、経
済性・環境性評価と将来展望などの概説

◇ 設計講座 （6回開講、受講者 278名）
■目的：地中熱ヒートポンプシステムの適切な設計ができる技術者の育成

■内容：地中熱利用及び空調の基礎と設計方法の講義、性能予測ツール
を用いた設計演習

◇ 施工管理講座 （4回開講、受講者 288名）
■目的：地中熱設備の施工における品質確保のため、適切な施工管理が
行える技術者の育成

■内容：「地中熱ヒートポンプシステム施工管理マニュアル」をテキストとし、
導入の検討段階から事前調査、設計、施工（地中熱交換器、掘削、配管、
循環流体、品質管理など）、試運転、維持管理、システム評価・改善までを
体系的に講義

◇ 地中熱技術者のための空調設備講座 （本年度開講）
■目的： 地中熱利用に関する空調システムの設計方法を理解し、省エネ
基準Webプログラムを使用して計算のできる人材を育成する。

（2017年10月23日 現在）

５３

地中熱施工管理技術者資格制度
５４

一級地中熱施工管理技術者

地中熱利用の設備工事（地中熱源からヒートポ
ンプまでの施工範囲をいう）の施工管理責任者
として必要な施工管理能力及び知識を有し、一
級地中熱施工管理技術者としての登録を受け
た者。
【登録者数（平成29年10月31日現在） 100名】

二級地中熱施工管理技術者

地中熱利用の設備工事の施工管理責任者を補
助する者として必要な施工管理能力及び知識
を有し、二級地中熱施工管理技術者としての登
録を受けた者。

【登録者数（平成29年10月31日現在） 56名】
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地中熱の本

「地中熱ヒートポンプシステム」
平成19年9月25日 第1版 発行
著者：北海道大学 地中熱利用システ
ム工学講座
定価：3000円＋税 発行：オーム社
《ご案内》
本書は、平成16年10月～平成19年9
月の3年間、北海道大学大学院工学
研究科内に設立された地中熱利用シ
ステム工学講座の活動の一環として
まとめられたもので、地中熱ヒートポン
プシステムに関する基礎知識、設計手
順、および導入事例などについて、建
築設備技術者の実務に直接役立つよ
うに解説しています。

地中熱利用ヒートポンプの基本が
わかる本

横浜産業新聞副編集長 内藤春
雄 著
地中熱利用促進協会監修
B5サイズ165頁
平成24年10月25日発行
オーム社

５５

地中熱ヒートポンプ施工管理マニュアル

地中熱利用促進協会編

第1章 序論
第2章 計画提案と設計
第3章 地中熱交換井
第4章 配管
第5章 ヒートポンプ（熱源機）と熱源

補機
第6章 試運転と維持管理
第7章 モニタリングとシステム評価
第8章 施工管理一般

平成26年12月20日発行
オーム社

事例に学ぶ地中熱利用ヒートポン
プシステム

横浜産業新聞副編集長 内藤春
雄 著
地中熱利用促進協会編集協力
A4サイズ191頁
平成26年12月20日発行
オーム社

まとめ

• 地中熱は再生可能エネルギーで、温熱としても
冷熱としても利用できる。

• 地中熱の魅力は、冷暖房・給湯・冷温水・融雪な
ど多様な用途に利用でき、省エネ性・環境性に
優れている。

• 地中熱利用をするには、利用側の熱負荷のデー
タだけでなく地盤情報が必要。

• 地中熱を仕事にする環境は整ってきており、東
日本大震災以降、市場参入する会社が増えて
いる。


